
　
全国の小学5年生と中学2年生を対象に、8つの項目で体力や運動能力を調べる国の調査で、男子は新型

コロナウイルスの感染拡大以降初めて合計点が前の年度を上回り、女子の低下傾向も、これまでより緩や
かになったことがわかりました。スポーツ庁は、新型コロナによる行動制限が緩和され、体を動かす活動が増
えた影響が考えられると分析しています。

この中で、8項目の成績を数値化した「体力合計点」の全国平均は、男子が小中学生ともに新型コロナの
感染拡大以降、初めて上昇傾向に転じ、「握力」を除く、すべての項目で前の年度を上回りました。中でも、
「立ち幅跳び」は、中学生が1メートル96センチ余りで、調査開始以来、最もいい成績となりました。一方、女子
の体力合計点は、中学生は低くなりましたが、低下傾向はこれまでより緩やかになり、改善の兆しが見られる
ということです。このうち、「長座体前屈」は、小中学生ともに前の年度を上回り、▽小学生が38センチ余りで、
前の年度と比べて2.7ミリ伸びて、これまでで最もいい成績となり▽中学生が46センチ余りで、過去2番目にい
い成績となりました。

全国体力テストの合計点は、男女ともに令和元年度から低下が続き、昨年度は調査開始以来、最も低く
なっていましたが、新型コロナの感染拡大以降、初めて改善傾向を示す結果となりました。これについてス
ポーツ庁は「学校や地域で行動制限が緩和されて、体を動かす活動が増えた影響が考えられる」と分析し、
今後は、コロナ禍で減少した運動習慣を生活の中で定着させることが課題だとしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NHK　newsＷｅｂより
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睡眠不足の子ども
 “肥満リスクや学力低下”の報告も

子どもについて研究の結果、睡眠時間
が不足すると肥満のリスクが高くなった
り、学業成績が低下したりしたという報告
があり、対策として生活習慣に注意し、小
学生から高校生までは一日に1時間以上
体を動かし、ゲームやスマートフォンの利
用時間を2時間以下にすることを推奨して
います。

世代を成人と子ども、高齢者の3つに分
け、このうち成人については推奨する睡
眠時間を6時間以上を目安とするとしまし
た。子どもについては、▽中学生・高校生
は8時間から10時間確保することを推奨し
ています。　　NHK　newsＷｅｂより

中学生期の健康つくりのキーワード　『早寝・早起き・朝ごはん＋運動(自力登校)』
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